














































































































FGA Field goal attempts フィールドゴール試投数
FGM Field goals made フィールドゴール成功数
3PM 3-point field goals made 3点シュート成功数
OREB Offensive rebounds オフェンス・リバウンド数
Opp DREB Opponent Defensive rebounds 相手チームのディフェンス・リバウンド数
TOV Turnovers ターンオーバー数
FTA Free throw attempts フリースロー試投数
FTM Free throws made フリースロー成功数
POSS Possessions ポゼッション数


















































の計算式を用いることにした（式 3、式 4、式 5）。
なお、FT rate についてはKubatko ら（2007）は FTM
を FGA で除した計算式を用いているが、本稿で
は、FTA を FGA で除した計算式（式 6）を用いる。









点をあてることにするため FTA を FGA で除した
計算式（式 6）を用いる。 
 
式１ Possessions （POSS ）＝FGA － OREB ＋ TOV ＋ 0.4×FTA
式２ Possessions （POSS ）＝FGA － OREB ＋ TOV ＋ 0.44×FTA








FGM + （ 0.5×3PM ）
FGA
式４ Offensive rebounding percentage （OREB% ） ＝
 OREB 
OREB + Opp DREB
Effective field goal percentage （ eFG% ）
式５ Turnover percentage （TOV% ） ＝















式 5）。なお、FT rate については Kubatko ら
（2007）は FTM を FGA で除した計算式を用い
ているが、本稿では、FTA を FGA で除した計
算式（式 6）を用いる。Kubatko ら（2007）は、




Factors ではなく、Five Factors にもなりうると
述べている。いわば前者がフリースロー獲得率、
後者がフリースロー成功率であり、この両側面を
含むものが FTM を FGA で除したものである。
繰り返しになるが、本稿では前者の側面に焦点を
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表 2　Philadelphia 76ers と Memphis Grizzlies の POSS/48 および PTS/48 等（2013-14 シ ズーン）
a b c d e f g h i j k
b/a d/a c/(48*5) e/f b/5 h/a j/f
Team G MP POSS POSS/48 PTS PTS/48
Philadelphia 76ers 82 19855 242.1 8428.9 102.8 1.009 101.9 3971 8155 99.5 98.6
Memphis Grizzlies 82 19805 241.5 7630.0 93.0 1.006 92.5 3961 7884 96.1 95.5
ン数を POSS/48と表記し、2013-14シーズンの
NBAにおいてPOSS/48の最大値はPhiladelphia 

















シーズンの NBA のデータを用いて POSS/48の
計算例について述べる。なお、同データについ
て は Basketball-Reference.com の ホ ー ム ペ ー
ジ（https://www.basketball-reference.com/）
を参照した。2013-14シーズンの Philadelphia 
76ers と Memphis Grizzlies の POSS/48および
PTS/48等を表 2に示す。なお、計算のプロセス
を視覚的に理解しやすくするために、各指標に対











り の MP（MP/G） は、Philadelphia 76ers が
242.1、Memphis Grizzlies が 241.5であった。も












































のかをみてみるとPhiladelphia 76ers が 8155点、


























も B リーグの公式 HP（https://www.bleague.





表 3 2017-2018 シーズンに B1 所属であった18
チーム
タイトル（柱） 
生涯学習とキャリアデザイン - 7 - 
 
表 3 2017-2018 シーズンにB1 所属であった 18 チーム 
 
注 1．* は「チャンピオンシップ 2017-18」に出場したチーム 
 
（2）B リーグ版の「POSS/48」と「PTS/48」 
 Shea（2014）は 48 分あたりのポゼッション数
（POSS/48）と 48 分あたりの得点数（PTS/48）を
求めた。B リーグの場合は、1 試合 4 クォーター











プ 2017-18」における 40 分あたりのポゼッション
数（POSS/40）と 40 分あたりの得点数（PTS/40）
の平均等を算出した（表 4）。 




ピオンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの「チ
ャンピオンシップ 2017-18」の場合は 71.2 であっ
た。これは、「2017-18 シーズン」に比べて「チャ
























注 1．*は「チ オンシップ 2017-18」に出場したチーム
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表 4　40 分あたりのポゼッション数（POSS/40）と 40 分あたりの得点数（PTS/40）の平均等
《掲載文の種類》 
Lifelong Learning and Career Studies - 8 - 
いても同様の傾向が見られることを明らかにした。 
 次に、全 18 チームの「2017-18 シーズン」の 40
分あたりの得点数（PTS/40）の平均は 76.6、チャ
ンピオンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの
「2017-18 シーズン」の場合は 79.3、チャンピオン
シップ 2017-18 に進出した 8 チームの「チャンピ






 全 18 チームの「2017-18 シーズン」のオフェン
ス・レーティング（ORtg）の平均は 104.7、チャン
ピオンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの
「2017-18 シーズン」の場合は 109.4、チャンピオ
ンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの「チャ
ピオンシップ 2017-18」の場合は 96.9 であった。
このことは、「チャンピオンシップ 2017-18」に進
















18 シーズン（全 18 チーム）」「2017-18 シーズン
（チャンピオンシップ 2017-18 に進出した 8 チー
ム）」「チャンピオンシップ 2017-18」における Four 

















（全18チーム） 73.1 76.6 104.7
2017-18シーズン
（チャンピオンシップ2017-18出場の全8チーム） 72.5 79.3 109.4
チャンピオンシップ2017-18
（全8チーム） 71.2 69.0 96.9
PTS
POSS
式７ Offensive Rating （ORtg ） ＝  × 100
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 全 18 チームの「2017-18 シーズン」のオフェン
ス・レーティング（ORtg）の平均は 104.7、チャン
ピオンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの
「2017-18 シーズン」の場合は 109.4、チャンピオ
ンシップ 2017-18 に進出した 8 チームの「チャン
ピオンシップ 2017-18」の場合は 96.9 であった。
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18 シーズン（全 18 チーム）」「2017-18 シー
（チャンピオンシップ 2017-18 に進出した 8
ム）」「チャンピオンシップ 2017-18」における Four 

















（全18チーム） 73.1 76.6 104.7
2017-18シーズン
（チャンピオンシップ2017-18出場の全8チーム） 72.5 79.3 109.4
チャンピオンシップ2017-18
（全8チーム） 71.2 69.0 96.9
PTS
POSS
式７ Offensive Rating （ORtg ） ＝  × 100

























表 5　Four Factors の平均
2017-18シーズン
（全18チーム） 50.0 % 29.4 % 16.7 % 27.2
2017-18シーズン
（チャンピオンシップ2017-18出場の全8チーム） 52.1 % 30.7 % 16.4 % 28.6
チャンピオンシップ2017-18
（全8チーム） 45.9 % 25.8 % 15.9 % 26.2
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Statistical analysis of B. LEAGUE Comparison 
between “2017-18 SEASON” and “B. LEAGUE 
CHAMPIONSHIP 2017-18”
　Statistical analysis was conducted on B. 
LEAGUE, a professional men’s basketball 
league in Japan. Using statistics of 18 teams 
belonging to B1 during the 2017-18 season, 
the number of possessions per 40 minutes, 
scores per 40 minutes, and four factors (the 
effective field goal percentage, offensive 
rebounding percentage, turnover percentage, 
and the free throw rate) were compared 
between “2017-18 SEASON” and “B. LEAGUE 
CHAMPIONSHIP 2017-18.” The results 
indicated that the number of possessions 
per 40 minutes and scores per 40 minutes 
decreased in B. LEAGUE CHAMPIONSHIP 
2017-18, compared to the 2017-18 SEASON. 
Moreover, the eﬀective ﬁeld goal percentage, 
oﬀensive rebounding percentage, and the free 
throw rate also declined. The above results 
suggest that the defense was considered 
more important than oﬀensive rebounding 
percentage in B. LEAGUE CHAMPIONSHIP 
2017-18, compared to the 2017-18 SEASON.
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